
 

 

 

 

 

地域医療介護総合確保基金計画(案)について 

(平成 29年度医療分） 
 

医療推進課 

 

１ 計画策定の趣旨   

医療機能の分化・連携等の医療提供体制の改革を実現するため、医療介護総合確保法に基づ

いて創設された基金を活用して実施する次の事業の長野県計画を策定するもの 

① 病床機能分化・連携推進事業   

② 在宅医療推進事業   

③ 医療従事者確保事業 

 

２ 目指すべき医療提供体制の方向性  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 平成29年度基金計画額 

1,146,338千円（国交付金：764,225千円、県費：382,113千円） 

  ※補助事業における補助率…ハード事業：原則1/3以内、ソフト事業：原則1/2以内又は定額 

 

４ 事業期間  

平成29年４月から平成30年３月まで（一部、複数年にわたる事業あり） 

 

2025年：超高齢社会の進展 

① 三大疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞）に対する標準的な急性期医療提供

体制が未だ脆弱な二次医療圏（上小、上伊那、木曽、大北、北信）が存在 

② 在宅療養者の割合が高い中、在宅医療提供体制が十分確保されていない状況 

③ 県内の死亡原因において、がん・心疾患・脳卒中等の慢性疾患の割合が増加 

 

           

① どの医療圏においても県民が標準的な医療を等しく受けられる状況を創出 

② 患者が早期に社会・在宅復帰し、地域で継続的に生活 

③ 病床機能の見直しにより、患者の状態に応じた適切な医療を提供 

改革後の姿（「信州保健医療総合計画」でも掲げている目指すべき姿） 

本
県
の
現
状 

医療機能分化・連携による効率的で質の高い医療提供体制の構築 

資料 ２ 

2025年：団塊の世代が 75歳以上（国民の 3人に 1人が 65歳以上、5人に 1人が 75歳以上） 

○ 慢性疾患、複数疾病を抱える患者の増加   ○ 手術のみならず、リハビリの必要性の増大 

○ 在宅で医療を受ける患者の増加 

 



 

 

５ 計画（案）の内容 
 

① 病床機能分化・連携推進事業 716,375 千円 

  病床の機能分化・連携、医療提供体制改革のために必要な施設・設備整備を支援 
  
  （事業目標） 

   長野県地域医療構想に基づき、医療機能の適切な分化と連携及び医療機関相互の情報を 

共有するシステム整備などによるＩＣＴを活用した医療情報連携を進め、地域全体で医療 

を支える体制を構築すると共に、地域で不足する必要な設備等の充実強化に向けて医療機 

関を支援します。 
 

（主な目標値） 

・ネットワーク参加医療機関数の増：20機関（地域医療ネットワーク活用推進事業関連） 
 

（主な事業） 

❏ 地域医療ネットワーク活用推進事業      617,956千円 

  （医療機関間での患者等の情報共有を行うためのサーバや情報端末の整備への支援） 

❏ がん診療施設設備整備事業                 26,927千円 

    （Ｘ線撮影装置や超音波内視鏡装置等のがん診療機器の整備への支援）  

❏ 病床機能分化・連携基盤整備事業         900千円                

  （回復期機能病床等への転換に必要な施設・設備整備への支援） 

❏ 脆弱二次医療圏・三次医療圏体制強化事業  24,902千円                               

  （マンモグラフィ（大北医療圏）や糖尿病検査システム（木曽医療圏）の整備への支援）ほか  

 

② 在宅医療推進事業 131,666 千円 

多職種による在宅医療提供体制の整備、在宅医療に係る人材育成、普及啓発等を支援 
 

   （事業目標） 

可能な限り、住み慣れた地域で療養生活が送れるよう、入院患者への退院支援から退院 

後の日常療養支援、在宅療養患者の症状が急変した時の対応、人生の最終段階の看取りま 

で、医療従事者と介護従事者が連携して、患者や家族を支援していく体制の構築を目指し 

ます。関係者間の連携については、医師、歯科医師、看護師、薬剤師、歯科衛生士、理学 

療法士、管理栄養士、介護支援専門員等の多職種の専門性が尊重されるように取り組みま 

す。 
 

（主な目標値） 

 ・訪問看護師専門研修受講者数：100名（訪問看護支援事業関連） 

・訪問診療を実施する医療機関数：500医療機関（在宅医療運営支援事業関連） 
 

（主な事業） 

❏ 在宅医療連携推進モデル事業                2,425千円 

  （在宅医療コーディネーターを配置して実施する在宅医療従事者間の連携体制の強化に向け 

た取組への支援） 

❏ 在宅歯科医療設備整備事業                 1,873千円 

  （在宅歯科医療用ポータブルユニットの整備への支援） 

❏ 薬剤師を活用した在宅医療推進研修会       830千円   

  （服薬管理に関する研修及び残薬バッグを活用した在宅患者の残薬管理の実施）  

❏ 在宅医療運営支援事業                    92,000千円 

  （訪問診療・看取りなどを実施する医療機関の運営費への支援）    ほか 

 



 

 

③ 医療従事者確保事業 298,297 千円 

    医師の地域・診療科偏在対策、勤務環境の改善、看護師の養成等を支援 
 

 （事業目標） 

   身近な地域で安心して医療を受けることができるよう、即戦力となる医師、看護師をは 

じめとする医療従事者の確保を図るともに、人材の育成を進めるなど、医療従事者の絶対 

数の確保を図ります。また、離職防止による人材確保の観点から、医療従事者の勤務環境 

改善に取り組む医療機関を支援します。 
 

（主な目標値） 

 ・医師派遣・あっせん数：45名（信州医師確保総合支援センター関連） 

・看護師等養成所卒業生の県内就業率：83.5％以上（看護師等養成所運営費補助金関連） 
 

（主な事業） 

 ❏ 急性心筋梗塞に対する救急診療体制維持のための医師派遣委託事業  10,554千円 

      （木曽・大北医療圏における急性心筋梗塞にかかる救急医療提供体制の確保） 

❏ 医療従事者が働きやすい環境整備推進事業      6,000千円  

（宿日直勤務の負担軽減や医療従事者の病児等の送迎等に関する取組への支援）    

❏ 看護師等養成所運営費補助金              143,657 千円 
（看護専門学校の運営費への支援）                                            ほか 

 
 
 

※参考：過去に造成した基金活用も含めた29年度全体予算額                  単位：千円 

事業区分 
H26 

基金活用分 

H27 

基金活用分 

H28 

基金活用分 

H29(注) 

基金活用分 
総計 

①病床機能分化・連携推進事業  108,486  626,375 734,861 

②在宅医療推進事業 3,503 8,441 13,929 131,666 157,539 

③医療従事者確保事業 146,631 82,381 57,841 298,297 585,150 

合計 150,134 199,308 71,770 1,056,338 1,477,550 

 (注)複数年事業（地域医療ネットワーク活用推進事業の一部：90,000千円）を除く 



（別紙）平成29年度地域医療介護総合確保基金計画一覧（医療分）

単位：千円

事業区分Ⅰ　病床機能分化・連携推進事業 716,375

（１）医療提供体制の改革に向けた施設・設備の整備　等 716,375

617,956

35,500

26,927

10,190

900

24,902

事業区分Ⅱ　在宅医療推進事業 131,666

（１）在宅医療を支える体制整備　等 31,470

308

2,425

1,556

2,500

14,558

1,240

3,442

5,441

（２）在宅医療（歯科）を推進するために必要な事業　等 1,873

1,873

（３）在宅医療（薬剤）を推進するために必要な事業　等 830

830

（４）事業区分Ⅱに属する（１）から（３）以外の事業 97,493

5,493

92,000

薬剤師を活用した在宅医療推進研修会
　（飲み残し・飲み忘れ防止等の服薬管理研修や残薬管理の取り組みに対する支援）

在宅医療運営支援事業
　（訪問診療及び看取り等を行う医療機関に対する運営支援）

訪問看護支援事業
　（訪問看護に関する研修手法及び事業所の体制整備についての調査研究や訪問看護師専門研修を実施）

がん医療提供体制施設設備整備事業
　（がん診療に係る施設・設備整備に対する支援）

がん診療施設設備整備事業
　（地域がん診療病院の施設・設備整備への支援）

歯科保健医療機器整備事業
　（病院の歯科診療ユニット等の歯科医療機器整備への支援）

病床機能分化・連携基盤整備事業
　（回復期機能病床等への転換等のための施設・設備整備への支援）

脆弱二次医療圏・三次医療圏体制強化事業
　（医療提供体制における脆弱な分野または専門性の高い分野の強化を行う 医療機関の施設・設備整備への支援）

　 在宅医療設備整備事業
　　（訪問車両やタブレット端末等の訪問診療・看護に必要な設備整備に対する支援）

精神障がい者在宅アセスメントセンター事業
　（精神障がい者等からの緊急医療相談の受付や在宅療養生活への支援プログラムの策定等への支援）

在宅医療推進協議会等設置運営支援事業
　（多職種による地域の在宅医療に係る協議会、連携体制整備のための検討会等への支援）

在宅医療人材育成基盤整備事業
　（多職種協働による在宅医療の事例にかかる全県的な情報共有や地域への普及活動の推進）

　 長野県へき地在宅保健医療協議会
　　　(へき地の在宅医療提供体制の支援強化に向けた検討の場の設置)

   在宅医療連携推進モデル事業
　   (在宅医療コーディネータ―を活用した在宅医療従事者間の連携体制の強化)

小児在宅医療連携事業
　（在宅療養する小児・障がい児等を支える医療連携体制の整備・強化への支援）

がん相談連携病院設置運営事業
　（大北医療圏におけるがん患者を支援する相談支援センターの運営費等への支援）

　 在宅歯科医療設備整備事業
　　（在宅歯科用ポータブルユニット等の在宅歯科医療機器等の整備に対する支援）

地域医療ネットワーク活用推進事業
　（各地域での医療情報連携を目的とした電子カルテシステムや情報端末等の整備への支援）

事業名（事業概要） 計画額



事業区分Ⅲ　医療従事者確保事業 298,297

（１）医師の地域偏在対策のための事業　等 56,882

31,512

416

14,400

10,554

（２）診療科の偏在対策、医科・歯科連携のための事業　等 10,754

9,000

1,754

（３）女性医療従事者支援のための事業　等 8,397

6,000

2,397

（４）看護職員等の確保のための事業　等 158,238

2,790

5,531

2,493

3,439

328

143,657

（５）医療従事者の勤務環境改善のための事業 64,026

51,498

12,528

平成29年度基金計画額 1,146,338

事業名（事業概要） 計画額

看護補助者活用推進研修事業
　（看護補助業務に必要な知識や技術を習得するための研修を実施）

看護師等養成所運営費補助金
　（看護専門学校等の運営費に対する支援）

病院内保育所運営事業補助金
　（病院内保育所の運営費に対する支援）

　看護職員等確保対策施設整備事業 《病院内保育所施設整備関係》
　　（病院内保育所の施設整備に対する支援）

　　看護学生等実習指導者養成講習会事業
　　（看護師等の学校養成所の実習指導者における必要な知識や技術の取得に関する研修を実施）

医療従事者救急技能向上支援事業
　（看護師の救急救命処置に関する研修や資格の取得に対する支援）

歯科医療関係者人材育成支援事業
　（高校生向けの職業紹介や離職した歯科医療関係者向けの研修会・就業相談会への支援）

看護人材育成推進事業
　（看護職（保健師、助産師、看護師、准看護師及び看護教員）の系統的な研修の構築）

新人看護職員研修事業
　（新人看護職員が基本的な臨床実践能力を獲得するための研修実施に要する経費の支援）

医療従事者が働きやすい環境整備推進事業
　（宿日直の軽減や医師・看護師等の病児等への送迎・ベビーシッターサービスに関する取り組みへの支援）

医科歯科連携研修事業
　（医科歯科連携を推進する協議会の運営と人材育成に関する研修会事業への支援）

長野県医学生修学資金等貸与事業
　（将来県内の医療機関で医師として勤務・研修しようとする医学生に対する修学資金の貸与等）

急性心筋梗塞に対する救急診療体制維持のための医師派遣委託事業
　（木曽・大北医療圏における急性心筋梗塞に対する診療体制の確保）

医師研究資金貸与事業
　（即戦力となる医師を確保するための医師研究資金等の貸与等）

信州医師確保総合支援センター運営事業
　（修学資金等貸与者に対するキャリア形成支援やセンター事業のパンフレットの作成等）

地域医療対策協議会運営事業
　（医師の確保・定着及び地域医療の充実を図るための対策について検討する協議会の運営）


